
脇
論

文
%

〈
わ
が
国
の
自
由
教
育
の
黎
明
〉

木
下
竹
次

の

「
奈
良

の
学
習
法
」
樹
立
の
事
情

長

岡

文

雄

主
題
設
定
に
つ
い
て

わ
が
国

の
自
由
教
育
は
、
大
正
期

に
開
花
し
た
が
、
と
く
に
、
全
国

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
東

の
千
葉
県
師
範
附
属
小
学
校
と
、
西

の
奈
良
女
子
高
等
師
範

(
奈
良
女
高
師

・
現
奈
良
女
子
大
学
)
附
属
小

学
校
と
は
、
わ
が
国
の
自
由
教
育

の
メ
ヅ
カ
と
呼
ば
れ
た
。

奈
良
女
高
師
附
属
小
学
校
は
、

一
九

一
九

(大
正
八
)
年
に
、
主
事

(
校
長
)
と
し
て
木
下
竹
次
を
迎
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「奈
良

の
学

習
法
」
と

い
う
自
由
教
育
を
展
開
し
、

「奈
良
の
合
科
学
習
」
も
開
拓

す
る
。

「学
習
法
」

は
、

独
自
学
習
か
ら
出
発
し

て
相
互
学
習

に
及

び
、
さ
ら

に
独
自
学
習
に
も
ど
る
と
い
う
、
自
ら
の
学
び
方
を

い
う
。

木
下
は
、
着
任
に
当
た
り
、
ど

の
よ
う
な
抱
負
を
も
ち
、
ど
の
よ
う

に
し
て

「学
習
法
」

の
樹
立
を
は
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

木
下
の
着

任
か
ら
、

「
学
習
法
」

の
体
制
が
整
う
ま
で
の
、
彼
の
学
校

経
営
の
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
、
今
日
の
教
育

に
示
唆
を
得
た

い
。

着
任
時
の
日
本
の
教
育
界
と
木
下
の
経
歴

大
正
自
由
主
義
教
育
に
と

っ
て
、
木
下

の
奈
良
に
着
任
し
た
大
正
八

年
は
、
画
期
的
な
年
で
あ

っ
た
。
こ
の
年

に
、
手
塚
岸
衛
も
千
葉
県
師

範
附
属
小
学
校
に
お
い
て
自
由
教
育
を
始

め
た
。
ま
た
山
本
鼎
ら
は
長

野
県
下
で
第

一
回
児
童
画
展
覧
会
を
開
催

し
自
由
教
育
運
動
を
起

こ
し

た
。

さ
ら
に
、

下
中
弥
三
郎

ら

は
啓
明
会

(
わ
が
国
最
初

の
教
員
組

合
)
を
結
成
し
た
。
ジ
ョ
ン

・
デ

ュ
ー
イ
も
来
日
す
る
。
な
お
、

こ
の

二
年
前
に
は
、
沢
柳
政
太
郎
が
成
城
学
園

を
創
設
し
て
お
り
、
前
年

に

は
鈴
木
三
重
吉
が
児
童
文
芸
誌

「赤

い
鳥
」
を
創
刊
し
て
い
た
。

木
下
は
、

一
九
七
二

(
明
治
五
)
年
、
福
井
県
に
生
ま
れ
た
。
福
井

県
尋
常
師
範
、
高
等
師
範

(東
京
)
を
卒
業
し
て
奈
良
県
尋
常
師
範
、

富
山
県
尋
常
師
範
の
教
諭
兼
附
属
小
学
校

主
事
を
経
て
、
鹿
児
島
県
師

範
学
校
教
諭
、
鹿
児
島
県
女
子
師
範
学
校
長
、
京
都
府
女
子
師
範
学
校

長
と
な

っ
た
う
え
で
奈
良
女
高
師
の
教
授
、
同
附
属
実
科
高
等
女
学
校

一4一



C
　

)

主
事
、
同

附
属
小
学
校
主
事

に
着
任
し
た
。
四
十
八
歳
で
あ

っ
た
。

奈
良
女
高
師
は
、
府
県
立
師
範
と
ち
が

い
、
官
立
校
で
、
東
京
女
高

師
と
並
ぶ
、

日
本
の
女
子
教
育

の
最
高
学
府
と
し
て
、
男
子
教
育
校
の

東
京
高
師
、
広
島
高
師
と
共
に
、
全
国

の
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。

木
下

の
教
育

は
、
自
学
主
義
に
立

つ
が
、
彼

の
教
育
の
根
基

は
、
鹿

児
島
時
代

に
培
わ
れ
た
。
木
下
は
、
鹿
児
島
県
女
子
師
範
学
校
長
と
な

る
や
、
そ

れ
ま
で
に
温
蓄
し
た
自
ら
の
師
範
教
育

の
理
想
を
、
着

々
と

実
現
し
て
、
学
び
方
を
自
得
す
る

「学
習
法
」
に
自
信
を
深
め
る
。

着

任

の

抱

負

木
下
は
、
着
任
す
る
と
、
大
正
八
年
度
初
頭

の
職
員
会
議
で
学
校
経

営
の
大
方

針
を
明
示
し
た
。

(
以
下
の
主
資
料
は

「職
員
会
議
録
」
)

主
事

の
意
見
ノ
公
表

(大
正
八
年
四
月
八
日
)

O

当
校

ヲ
シ
テ
日
本

ノ
教
育

ヲ
改
良
刷
新

ス
ル
上

二
存
在

ノ
理
由

ア
ラ
シ
メ
タ
イ
。

⇔

協
議

シ
テ
可
ト
是
認

シ
タ
ル
ハ
万
難
ヲ
排
除

シ
テ
之
ヲ
実
行

シ

タ
イ
。

⇔

教
師

モ
児
童
モ
相
共

ニ
ソ
ノ
精
神
ヲ
理
解
シ
テ
、

ソ
ノ
所
期

ス

ル
目
的

二
進

ミ
タ
イ
。

㈲

当
校
ノ
教
育
研
究
ヲ
適
当

ナ
ル
機
関
ト
方
法

ニ
ヨ
ッ
テ
発
表

シ

タ
イ
。

㈲

研
究
ノ
部
面
ト
シ
テ
ハ

①

、
女
子
特
有

ノ
教
育
方
法

ノ
研
究
。
②
、
学
校

執

務

ノ
研

究
。
③
、
設
備
法

ノ
研
究

(
④
図
書
室
、
⑰
実
験
実
習
室
、
の
工

作
室
、
ω
学
校
園
-
郷
土
ノ
全
体
ヲ

ソ
ノ
範
囲

二
入

レ
タ

ル

モ

ノ
。

動
物
ノ
飼
養

モ
ヤ
リ
タ
イ
)
。

④
、
教
師
ノ
修
養
方
法

ノ
研

究
。
⑤
、
児
童
実
力
養
成

ノ
方
法
ノ
研
究

(
ω
教
育
ヲ
徹
底

セ
シ

メ
ル
、
@
児
童
ノ
士
気

ヲ
鼓
舞

ス
ル
、
の
児
童
吸
引
ノ
方
法

ヲ
研

究

ス
ル
、

ω
能
率
増
進

ノ
方
法
ヲ
研
究

ス
ル
)
。

⑥
、
教
生
指
導

ノ
方
法

ノ
研
究

(
ω
教
生
特
有

ノ
技
量

ノ
発
揮
、
@
教
育

二
趣
味

ヲ
有

セ
シ
メ
ル
、
の
事
前

ノ
指
導
、

⇔
示
範

ト
批
評
)
。

⑦
、
学

校
ヲ
シ
テ
、
社
会
教
化

ノ
中
心
ト
シ
テ
活
動

セ
シ
メ
ル

ニ
ハ
如
何

ニ
ス
ル
カ
ノ
研
究
。
⑧
、
自
習
法

ノ
研
究
。
⑨
、
成
績
考
査
法

ヲ

研
究
ス
ル
。

㈹

訓
練

ノ
方
針
ト
シ
テ

ハ

①
、
学
習
即
訓
練
ト
シ
テ
、
児
童

ノ
生
活
全
部
ヲ
ア
ゲ
テ
学
習

二
傾
倒

セ
シ
メ
、
誠
実
ナ
ル
学
習
訓
練

ニ
ヨ
リ
テ
誠
実
ナ
ル
人
間

ヲ
養
育

シ
タ
イ
。
②
、
学
習

ノ
訓
練

ニ
ハ
方
法

ノ
自

得

ヲ

ハ
カ

リ
、
誠
実
ナ
ル
学
習

ニ
ヨ
リ
テ
誠
実

ノ
人
ヲ
作

ル
ベ
シ
。
学
習

ハ

工
夫
創
作
的
ナ
ル
ベ
シ
。
自
ラ
疑

ヒ
自

ラ
解
決

ス
ル
方
法

ニ
ヨ
ッ

テ
ソ
ノ
歩
武
ヲ
進

メ
タ
イ
。

㊨

教
授

ノ
方
針
ト
シ
テ

ハ

①
、
図
画
手
工
科

ハ
従
来
、
結
果

二
重
キ
ヲ
置

キ

タ

ル
弊

ア

リ
。
両
科

ハ
寧

ロ
思
想
表
現
ノ
道
具

ト
シ
テ
重
要
ナ
ル
位
置
ヲ
ト

ラ
シ
メ
タ
イ
。
②
、
何

レ
ノ
教
科

二
於

テ
モ
直
観
教
授
ヲ
重

ン
ジ

タ
イ
。
③
、
国
語
力

ノ
養
成

ハ
総
テ

ノ
教
科

二
於
テ
之

ヲ
養
成
ス
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ル
ノ
主
義
ト
シ
タ
イ
。
④
、
学
級
、
学
年

ノ
観
念

二
余
リ
拘
束

サ

レ
制
肘

サ
レ
ナ
イ
稍
自
由
ナ
教
育
方
法

ヲ
ト
リ
タ
イ
。
⑤
、
学
校

ノ
経
営
上
、
低
学
年

二
於
テ

ハ
合
科
主
義
ヲ
ト
リ
、
高
学
年

二
於

テ

ハ
分
科
主
義

ヲ
ト
ル
ト
雖

モ
、
主
義
精
神
ト
シ
テ

ハ
、
各
教
科

渾

一
統
合

シ
タ
ル
合
科
主
義

ヲ
持

シ
、
以
テ
完
全
ナ
ル
人
物
ヲ
養

む

む

成
ス

ル
ニ
努
力

シ
タ
イ
。
⑥
、
体
操
教
授

ハ
丹
田
ノ
養
成

二
重
キ

ヲ
オ
キ
亠削
後
晶裁
断
シ
テ

一
事

二
専
念
シ
、
他
音
心
ナ
キ
底

ノ
人
物
ヲ

養
成

シ
、
以
テ
訓
練

ノ
基
礎

ト
シ
タ
イ
。

09

管

理
ノ
方
針
ト
シ
テ

ハ

①
、
校
舎
校
地

ノ
利
用
研
究
。
②
、
清
潔
整
頓

ノ
留
意
。
③
、

器
具
器
機
標
本

ノ
陳
列
、

使
用

ノ
研
究

(
児
童
自
身

ニ
モ
生
活

上
、
学
習
上
、
文
明

ノ
利
器
ヲ
利
用

セ
シ
メ
タ
イ
)
。

こ
こ
に
、
木
下
の
、
出
発
点
に
立

っ
た
経
営
の
抱
負
が
、
見
事
に
公

表
さ
れ
て
お
り
、

彼
の
、

教
育
改
革
に
臨
む

情
熱
が

み
な
ぎ

っ
て
い

る
。
職
員
会
議
録
の
う
え
で
は
、
そ
の
後
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま

っ
た
教

育
方
針
の
公
表
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。

木
下
は
、
自
由
教
育

の
実
践
に
よ

っ
て

「当
校
ヲ
シ
テ
日
本

ノ
教
育

ヲ
改
良
刷
新

ス
ル
上

二
存
在

ノ
理
由

ア
ラ
シ
メ
タ
イ
」
と
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ

を
見
事

に
現
実
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
協
議
し
て
是
認
し

た
ら
、
教
師
も
児
童
も
相
共
に
、
万
難
を
排
し
て
所
期
の
目
的

の
実
現

に
進
む
の
で
あ
る
。
各
項

の
内
容
を
吟
味
す
れ
ば
、
そ
こ
に
木
下

の
自

由
教
育

へ
の

一
貫
し
た
施
策
が
み
ら
れ
る
。

「因
」
で
は

「学
習
即
訓

練
」
を
方

針
と
す
る
。
そ
し
て
、

「誠
実

ナ
ル
人
間
」
を
求
め
、

「
自

ラ
疑
イ
自
ラ
解
決

ス
ル
方
法
」
、

い
わ
ゆ
る
問
題
解
決
学
習
を

行

わ
せ

よ
う
と
す
る
。

「㊨
」
に
お
い
て
は
、
表
現
、
直
観
を
重
視
し
、
既
往

の
学
級
、
学
年
の
枠
を
超
え
て
柔
軟
に
実

践
す
る
こ
と
や
、
合
科
学
習

実
施
の
必
要
を
説

い
て
い
る
。
ま
た
、

「㈹
」
で
は
、
「
管
理

ノ
方
針
」

で
あ

っ
て
も
、
木
下

の
意
図
は

「
器
具
器
械
標
本
ノ
陳
列
、
使
用
ノ
研

究
」
に
あ
り
、
と
く
に

「学
習
者
」

の
自
学
に
応
え
ら
れ
る
も
の
に
し

よ
う
と

い
う

こ
と
に
あ

っ
た
。

「
器
具
が

い
た
ま
な
い
よ
う
に
管
理
せ

よ
」
と

い
う
管
理
主
義
の
教
育
観
で
は
な

い
。

「児
童
自
身
に
も
、
文

明
の
利
器
を
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
積
極
的
な
立
場
を
と
る
。

児
童
に
、
自
ら
の

「学
習
法
」
を
自
得
さ

せ
る
こ
と
を
教
育
の
目
標
に

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
設
備
法
、
自
習
法
の
研
究
を
重
視
す
る
。

木
下

の
学
習
論
は
、
学
習
方
法

一
元
論

で
あ
る
。

「
学
習
は
学
習
者

が
生
活
か
ら
出
発
し
て
、
生
活
に
よ

っ
て
生
活

の
向
上
を
図
る
も

の
で

(
2
)

あ
る
。
学
習
は
自
己
の
発
展
そ
れ
自
身
を
目
的
と
す
る
」
と
す
る
。

従
来
の
教
育
と
部
下
職
員

大
正
六
年

に
赴
任
し
た
威
勢
の
よ
い
職

員
が
五
人

い
て

「
正
六
組
」

と
呼
ぼ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
文
検
の
有
資
格
者
で
あ

っ
た
。
千
葉
命
吉

(
の
ち
の
広
島
県
師
範
附
属
小
学
校
主
事
、
八
大
教
育
思
潮

の

一
切
衝

動
皆
満
足
主
張
者
)、

桜
井
祐
男

(
の
ち

の
芦
屋
児
童

の
村
小
学
校
創

立
者
)
、

志
垣
寛

(
の
ち
の
教
育
の
世
紀
社
、

児
童

の
村
小
学
校
創
立

者

の
一
人
)
、
永
田
与
三
郎

(
の
ち
の
東
洋
図
書
社
長
)
、
そ
れ
に
藤
本

光
晴

の
五
人
で
あ
る
が
、
桜
井
の
砥
か
は
早
く
転
出
す
る
。
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志
垣
は
、
木
下
に
つ
い
て

「当
初
の
二
年
間
は
全
く
鳴
り
を
ひ
そ
め

　
ヨ
　

て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
さ
き
の
教
育
意
見

の
公
表
で
も
わ
か
る

通
り
、
こ
の
言
は
当
を
得
て
い
な
い
。
志
垣
は
、
木
下
に
批
判
的
で
も

あ
る
が
、
会
議
録
に
よ
る
と
、
教
育
意
見
公
表
日
に
欠
席
し
て
い
て
、

「
出
席
職
員

志
垣
訓
導
ヲ
除
キ
全
部
」
と
あ
る
。

木
下
は
批
判
勢
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
既
往

の
教
育
体
質
を
問
題

と
す
る
。

こ
の
附
属
小
学
校
は
、
明
治
四
十
四
年
に
開
校
し
た
が
、
以

来
、
初
代

主
事
真
田
幸
憲

の
も
と
に
、
分
団
教
授

の
研
究
を
進
め
て
い

た
。

し
か
し
、

そ
の
教
育

は
、

教
師
中
心
、

厳
粛
画

一
主
義
で
あ

っ

た
。
池
内
房
吉
は
、
木
下
時
代
に
入

っ
た
と
き
の
こ
と
を

「
分
団
式
に

教
え
ら
れ

て
来
た
児
童
た
ち
の
受
け
身

の
態
度
は
急
に
は
払
拭
さ
れ
ず
、

　
る
　

師
弟
と
も
苦
行
の
毎
日
だ

っ
た
」
と
記
す
。

木
下
の
教
育
に
賛
同
し
、

初
期
の
時
代
に

「学
習
法
」

を

理
解
し

て
実
践
的

に
開
拓
す
る
の
は
、
主
席
訓
導

の
清
水
甚
吾
を
中
心
に
、
河

野
伊
三
郎
、
山
路
兵

一
、
池
内
房
吉
、
大
浦
茂
樹
、
小
島
貞
三
、
神
戸

伊
三
郎
、

塚
本
清
、
鶴
居
滋

一
、
秋
田
喜
三
郎
、
幾
尾
純
ら
で
あ
る
。

「
学
習
法
」

の
樹
立

大
正
八
年
ー

木
下
は
先
ず
、
整
列
し
て
教
室

に
出
入
り
す
る
こ
と

を
廃
し
た
。
厳
粛
主
義
を
打
破
し
、
諸
規
約
を
改
正
し
て
、
自
発
的
、

創
作
的
学
風

の
樹
立
に
努
め
、
学
習
環
境
を
整
理
し
、
自
学
自
習

の
設

備
を
し
て
学
習
生
活
の
発
展
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
考
査
法
を
改
め
て

考
査
の
弊
害
を
除

い
た
。
学
風
改
革
に
世
の
非
難
は
大
き
か

っ
た
。

大
正
九
年
i

従
来
の
学
区
を
撤
廃
し
た
。
清
水
甚
吾
を

一
年
生
担

任
に
し
て
、
初
め
て
合
科
学
習
を
試
み
さ
せ
た
が
、
三
学
期
は
教
生
実

習
が
あ
る
の
で
二
学
期
で
と
ど
め
た
。
毎
朝
、
第

一
時
限
に
特
設
学
習

時
間
を
設
け
、
児
童
各
自
が
教
師
指
導

の
も
と
に
独
自
学
習
を
す
る
よ

う
に
し
た
。
児
童
は
各
自

の
問
題
で
全
校

の
教
室
や
教
師
を
選
ん
で
学

習
し
た
。
以
降

二
十
年
続
く
。
毎
日
朝
会

の
時
、
児
童
に
各
自

工
夫
し

た
運
動
を
さ
せ
た
。
各
教
科

の
学
習
改
善
が
や

っ
と
緒
に
つ
い
た
。
自

治
訓
練
も
や
や
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
十

二
月
に
は
、
冬
期
講
習
会

(
五
日
間
、
以
降
毎
年
続
け
る
)
を
開

い
て
、
学
習
生
活

の
方
法
と
そ

の
指
導
法
を
講
演
し
た
。
会
員
は

一
二
三
八
名
で
あ

っ
た
。

こ
の
段
階
ま
で
を
筆
者
は
、
旧
体
制
の
改
革
と
見
た

い
。
新
し
い
試

み
も
す
る
が
、
前
進
の
準
備
で
あ
る
。
次
年
度
か
ら
前
進
を
始
め
る
。

大
正
十
年
ー

低
学
力
の
児
童
で
編
成
し
た
特
別
学
級
を
廃
し
、
別

に
尋
常

一
年
生

に
特
別
学
級
を
編
成
し
た
。
こ
の
学
級
は
男
女

二
〇
名

ぐ
ら
い
で
あ

っ
た
。
木
下
は
、

こ
の
学
級

に
、
次

々
に

一
年
生
を
入
学

さ
せ
て

一
・
二

・
三
年
生
を

含
む
複
式
学
級
を

つ
く

る
予
定
で
あ

っ

た
。
兄
弟
姉
妹
相
互

の
家
族
関
係
で
学
習
す
る
実
態
を
探
究
し
よ
う
と

意
図
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
木
下

の
意
図
は
二
年
生
ま
で

の
複
式
に
と
ど
ま

っ
た
。
担
任
は
池
田
こ
ぎ
く
で
あ

っ
た
。
彼
女
は
文

学
に
打
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
の
処
女
作

「帰
る
日
」
は
、
朝
日
新
聞

の

朝
刊
小
説
に
公
表
さ
れ
た
。
教
官
は
、
池

田
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
自
、

幅
広
く
、

木
下
と
と
も
に
、

憶

せ
ず

新
天
地
の
開
拓
に
向
か

っ
て
い

た
。
こ
の
年
か
ら
本
格
的

に
合
科
学
習
を
始
め
る
。
池
田
と
河
野
が
三
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年
生
ま
で
続
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
以
降
二
十
余
年
合
科
学
習
が
行
わ

れ
て
い
く
。
児
童
の
学
習
態
度
は
よ
う
や
く
確
立
し
、
学
業
成
績
も
進

歩
し
て
き

た
の
で
新
学
風
に
対
す
る
疑
惑
も
や

っ
と
解
け
非
難
も
少
な

く
な

っ
た
。
毎
日
第
二
時
限
に
引
き
続
き
十
五
分
間
の
全
校
運
動
を
行

う
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
も
以
降
継
続

し
て
い
く
。
独
得
の
若
草
山
寒
中

登
山
の
歩

行
練
習
行
事
も
始
め
た
。
児
童
雑
誌

「伸
び
て
行
く
」

(
目

黒
書
店
、

月
刊
)
を
発
行
し
て
全
国
児
童
の
学
習

の
友
と
し
た
。

大
正
十

一
年
ー

図
書
実
物
標
本
や
学
級
園
を
整
備
し

「学
習
法
」

も
充
実
し
た
。
参
観
者
が
年
間

一
万
人
を
超
え
る
。
四
月
に
、
機
関
誌

「学
習
研
究
」

(
目
黒
書
店
、
月
刊
)
を
創
刊
し
全
国
教
師
に

「学
習

法
」
の
啓
蒙
を
行
い
始
め
る
。
こ
の
雑
誌
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

こ
の
年
に
父
兄
後
援
会
が
で
き
た
。
オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
な
ど
整
備
す

る
の
に
支
援
を
受
け
、
大
戦
直
後
来
校
し
た
米
国
教
育
使
節
団
を
驚
か

す
施
設
を
備
え
る
に
至
る
。
音
楽
担
当
は
、
幾
尾
純
で
あ

っ
た
。

大
正
十

二
年
-

全
国
に

「
学
習
法
」
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
教
師

や
学
校
が
激
増
し
た
。
参
観
者
が
年
間
二
万
人
を
超
え
た
。
三
か
月
の

長
期
研
究
者
も
増
え
た
。
第
四
回
冬
期
講
習
会

に
は
二
千
六
百
名
が
参

会
し
、

二
百
名

は
や
む
な
く
謝
絶
と
な

っ
た
。

「
実
践
の
奈
良
」
と
し

て
注
目
を
受
け
、
応
待
に
も
多
忙
と
な

っ
た
。
木
下
は
、
そ
の
代
表
著

作

「学
習
原
論
」

(
目
黒
書
店
)
を
刊
行
し
た
。

大
正
十
三
年
f

木
下
の
前
期
の
経
営
は
頂
点
に
達
す
る
。
合
科
学

習
も
研
究
が
進
み
、
高
学
年
で
も
合
科
主
義
を
適
用
し
始
め
る
。
オ
ル

ガ

ン
蓄
音
器
も
多
数
設
備
す
る
。
年
間
参
観
者
は
二

一
五
三
九
名
と
な

る
。
こ
れ
は
、
学
校
史
上
最
高
記
録
。
外
国
人
の
参
観
者
も
増
え
た
。

し
か
し
、
木
下
は
、

「参
観
人
を
遇
す

る
こ
と
の
親
切
な
る
は
結
構

で
あ
る
が
、
児
童
を
後
に
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
ら
れ
た

い
」
と
、
職
員
を
戒
め
る
。
こ
こ
に
木
下

の
真
面
目
が
あ
る
。

木
下
は
、
着
任
以
降
約
二
十

二
年
間
も
同
職
に
と
ど
ま
り
、
教
育

の

理
論
と
実
践

の
統

一
に
努
め
、

一
九
四
〇

(
昭
和

一
五
)
年
に
退
く
。

今
日
に
学
ぶ
も
の

木
下
の
実
践
は
、
六
十
余
年
も
前

の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る

ほ
ど
新
鮮
で
あ
る
。
現
行
学
習
指
導
要
領
作
成
で
は
木
下
に
も
学
び
、

学
習
者
中
心
や
合
科
の
強
調
と
な

っ
た
。

し
か
し
徹
底
を
欠
く
。
現
場

に
は
系
統
主
義

の
教
え
込
み
と
、
息
ぬ
き

の
ゆ
と
り
の
時
間
が
同
居
す

る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
教
育

の
真

の
人
間
化
を
進
め
る
道
は
、
あ
く
ま

で
、
自
ら

の
生
き
方
を
切
り
開
く

「学
習
法
」
を
自
得
さ
せ
る
こ
と
に

あ
る
。
木
下
の
、
教
育
に
賭
け
た
情
念
、
卓

越
し
た
教
育
は
、
今
日
の
教

育
を
荒
廃
か
ら
蘇
生
さ
せ
る
日
本

の
貴
重

な
教
育
遺
産
で
あ
る
。

註
(1
)

木
下
亀
城

・
小
原
国
芳
編

「新
教
育
の
探
究
者
木
下
竹
次
」
玉
川
大

学
出
版
部

一
九
七
二
年

巻
末
年
譜
。

(2
)

木
下
竹
次
著
、
中
野
光
編

「学
習
原
論
」
明
治
図
書

一
九
七
二
年

一
一ニ
ペ
ー
ジ
。

(
3
)

志
垣
寛
著

「教
育
太
平
記
」
洋
々
社

一
九
五
六
年

四
八
ペ
ー
ジ
。

(
4
)

池
内
房
吉

「学
習
研
究
」
復
刊

一
五
三
号

「奈
良
教
育
の
回
顧
」

(な
が
お
か

ふ
み
お

文
学
部
教
授
)
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